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３つの事業分野と特徴

茨城県を中心とした空調・衛生設備工事のトップランナー

快適な

『ビル空間』

の提供

建築設備事業

様々な条件・用途に沿った建物に対

する空調・衛生設備の設計及び施工。

対象は、事務所、医療、スポーツ施

設、研究施設など

リニューアル事業

既存建物の非効率な設備を、最新設

備・省エネ設備へと刷新し、省エネ、

低炭素な建物へと転換

ビルケア事業

高度なスペシャリストとサービス体

制による定期検査、メンテナンス、

設備運転管理により、常に安心感の

あるビル空間を提供

54%

41%

5%

売上構成
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建築設備事業

⚫ 管理・メンテナンス、リニューアルま

でを見据えた長期的な目線で、設計・

施工サービスを提供

⚫ 茨城県内総合設備工事会社のトップランナーを自負し、事

務所・医療・スポーツ施設、美術館、その他施設等様々な

条件・用途に沿った設備工事に対応可能な体制を構築

茨城県庁舎空調設備工事 井野なないろ保育所（上）、水戸市庁舎（下）
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リニューアル事業

⚫ リニューアル事業では、省エネルギー

化、低炭素化に向けた工事に注力

⚫ 設備刷新による機能性や快適性の向上

と、環境負荷の軽減を両立するととも

に、中長期的な設備のランニングコス

トの低下を実現する

ガス焚冷温水発生機 → 高効率（高COP）エアコン

一定速エアコン → 高効率（高COP）エアコン

省エネ改修工事
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ビルケア事業

⚫ 設備の管理・メンテナンスは、機械や電気など、多様な専門性を持つ技術者により実施

⚫ 一部の施設では24時間体制での管理・メンテナンス体制を構築

空調機制御盤点検の写真

空調機制御盤点検 水戸芸術館（集中制御）

加圧給水ポンプ点検
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社是・シンボルマーク・沿革

社是

健全なる企業活動を通じ

誠意を以って社会に貢献する

沿革

創業70年間近。100年企業を目指して邁進します。

1953年9月

株式会社飯島商会設立

1965年9月

飯島設備工業株式会社

に商号変更

1985年11月

飯島工業株式会社

に商号変更

1994年4月

JASDAQ市場に上場

1999年8月

ISO 9001

認証取得

2001年9月

暁飯島工業株式会社に商号変更

（連結子会社暁建設工業株式会社と合併）

シンボルマーク

ひとにやさしい、

地球にやさしい。

その先へ

2014年11月

太陽光発電事業開始

2022年4月

スタンダード市場

に移行
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強みと特徴

誠意をもって

頼られる存在
「ヒト」「モノ」「社会」

が存在する空間に、常に最

適な環境を提供する専門家

として、お客様から「頼ら

れる存在」としてあり続け

ること

最適なソリュー

ションを提供
お客様に適切なタイミング

でリニューアル提案を実施

し、状況に応じて最適なソ

リューションを提供する価

値

エリアでトップ

の実績と技術
水戸・つくば・東京の３拠

点を基盤とし、茨城、東京

を中心に事業を展開。茨城

県では、実績・技術力とも

に設備工事のトップを走る
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長期業績推移

建設市場の縮小に対応し利益を生む事業へと体質を転換

各年8月期
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会社概要

社 名 暁飯島工業株式会社

設 立 1953年9月

事 業 拠 点

本社 茨城県水戸市千波町2770番地5

東京支店 東京都台東区上野7番地6番11号

つくば支店 茨城県つくば市高野台2丁目10番1号

資 本 金 1,408百万円

株 式 東京証券取引所スタンダード〈1997〉

代 表 者 代表取締役社長 植田 俊二

従 業 員 数 148名（2022年9月）

ウェブサイト http://www.eazima.co.jp/
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受注工事高の状況

技術者の不足、建

設コスト上昇で競

争は更に激化
⚫ 官公庁・民間ともに設備投資

額は一定の水準を維持するも、

新型コロナウイルス感染症、

急激な円安及びサプライチェ

ーンの混乱による需給バラン

ス悪化等設備投資動向を注視

⚫ 慢性的な技術労働者の不足と

建設コスト上昇により受注競

争は激化

⚫ 設備工事の施工管理や保守管

理において、リニューアル・

メンテナンス分野の企画提案

力、技術競争力及び価格競争

力を強化して対応

41 

23 
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39 
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2022年8月期 財務ハイライト

各項目前期比減少

も計画比では概ね

上回る

百万円
2021/8 2022/8 前期比 計画比

売上高 7,407 7,332 △1.0% △3.5%

営業利益 957 710 △25.8% 18.4%

- 営業利益率 12.9% 9.7% △3.2P +1.8P

経常利益 990 729 △26.4% 19.5%

当期純利益 669 491 △26.6% 2.9%

1株当たり
当期純利益

336.93 247.41 △26.6% 22.8%

ROE 12.4% 8.4% △4.0P +1.4P

1株当たり配当金 65円 55円 -10円 +10円

⚫ 2022年8月期は、売上高及び

工事利益率ともに減少したも

のの、計画比では営業利益、

経常利益及び当期純利益が上

回る結果
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売上高の推移

上期の受注工事高

が計画値を下回り

期中内の完成工事

高伸びず

百万円 2020/8 2021/8 2022/8 前期比

事業セグメント別売上高

建築設備事業 3,743 3,729 3,870 3.8%

リニューアル事業 4,179 3,199 2,985 △6.7%

ビルケア事業 350 336 339 0.9%

太陽光発電事業他 138 142 137 △3.2%

エリア別売上高

水戸エリア 4,698 4,402 4,177 △5.1%

つくばエリア 1,773 1,468 1,833 24.9%

東京エリア 1,940 1,537 1,322 △14.0%

売上高合計 8,411 7,407 7,332 △1.0%

⚫ 受注工事高は前期比より減少

し、工事進捗率が上がらず工

事進行基準による完成工事高

が減少

⚫ セグメント別売上高及びエリ

ア別売上高共に前期比より減

少も、戦略エリアのつくばエ

リアは増加

* つくばエリアは、つくば市を中心とした茨城県南及びその隣接地域。水戸エリアはつくばエリア以外の茨城県、東京エリアは、東京都等、

茨城県以外の関東圏を含む
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主な工事物件

主な受注物件

クボタ筑波工場東日本部品センター新築設備工事

鹿島新可燃ごみ処理施設整備事業建設設備工事

筑波大陽子線施設整備機械設備工事

龍ケ崎市学校給食センター整備事業建設設備工事

北区豊島６丁目新築設備工事

主な完成物件

独立行政法人国立病院機構茨城東病院病棟等新築整

備設備工事(機械)

守谷市立学校給食センター整備事業建設設備工事

江戸崎地方衛生土木組合ごみ処理施設建設設備工事

大子町新庁舎建設設備工事

芳香会病院青嵐荘療育園建替設備工事

神立東中貫工場及び倉庫新築設備工事

完成物件事例

独立行政法人国立病院機構茨城東病院病棟等新築整備設備工事(機械)
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利益の増減要因

工期延長や建設資

材の価格高騰に伴

い工事利益率低下

百万円 2021/8 2022/8 前期比

完成工事高 7,265 7,195 △1.0%

完成工事総利益 1,480 1,208 △18.4%

- 完成工事総利益率 20.4% 16.8% △3.6P

太陽光発電事業他売上高 142 137 △3.2%

太陽光発電事業他売上総利益 61 66 9.2%

売上高 計 7,407 7,332 △1.0%

売上総利益 計 1,541 1,274 △17.3%

- 売上総利益率 20.8% 17.4% △3.4P

販管費 584 564 △3.4%

- 販管費率 7.9% 7.7% △0.2P

営業利益 957 710 △25.8%

- 営業利益率 12.9% 9.7% △3.2P

⚫ 工事利益率の向上に向けた受

注時採算性の強化や原価及び

施工管理の徹底を図るも工期

延長や建設コスト上昇により

工事利益率低下

⚫ 完成工事物件における新型コ

ロナウィルスの影響は軽微
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資産・負債の状況

資産・負債ともに

前期比増加も財務

安定性は概ね安定

百万円 2021/8 2022/8 前期比

自己資本比率 64.9% 63.5% △1.4P

有利子負債残高 795 974 178

有利子負債自己資本倍率 0.14倍 0.16倍 0.02

流動資産 5,704 6,585 881

現金預金 4,297 4,710 412

売上債権 1,090 1,694 604

固定資産 3,067 2,903 △164

資産合計 8,771 9,489 717

流動負債 2,474 2,632 157

仕入債務 1,453 1,914 461

固定負債 600 832 232

純資産合計 5,696 6,024 327

⚫ 完成工事未収入金の増加によ

り売上債権の増加

⚫ 工事未払金の増加及び手形サ

イト短縮による仕入債務の増

加
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2023年8月期の業績見込み・株主還元

百万円 2022/8
2023/8
計画

前期比

売上高 7,332 7,650 4.3%

営業利益 710 550 △22.6%

営業利益率 9.7% 7.2% △2.5P

経常利益 729 560 △23.2%

当期純利益 491 380 △22.6%

ROE 8.4% 6.0% △2.4P

⚫ 新型コロナウィルスによる影響は軽微と思われるが、

設備投資の中止や延期及び工期延長等により、受注

競争の更なる激化や工事利益率の低下が予想される

⚫ コスト面でも、技術労働者不足や資源価格高騰や需

給バランス悪化等による建設コストの上昇は今後も

継続し、工事利益の圧迫要因と予想

2023年8月期業績予想 株主還元の基本方針

⚫ 株主に対する利益還元を最重要政策の

一つとして位置付け、将来の経営環境

への対応や厳しい競争に勝ち抜くため、

財務面での健全性を維持しつつ利益水

準に勘案した成果の配分を行うこと

2021/8 2022/8
2023/8
計画

1株当たり
利益 (円)

336.93 247.41 191.42

1株当たり
配当金 (円)

65.00
(特別配当25円

含む)

55.00
(特別配当10円

含む)

45.00

配当性向 19.3% 22.2% 23.5%

総配分性向 19.3% 22.2% 23.5%
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2030年に向けた長期ビジョン

▊ 空間のスペシャリストとして誠意をもってお客様と接し､｢頼られる存在｣になることで

選ばれ続けるトップランナー

▊ きれいな水と空気を次世代に繋ぎ、持続可能な社会の実現に挑戦するトータルエンジ

ニアリング集団

▊ 社員の幸せと地域の繁栄を追求し、成長し続ける会社

2030年のありたい姿
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2030年に向けた長期ビジョン

2030年の目指す姿・方向性

確固たる

地位の確立

強固なビル空間事業サイクルの実現

つくば、東京エリアの強化

1

2

3 ビル空間事業サイクルの拡張

新規領域への進出

次の成長

基盤づくり 4

魅力ある

企業へ

資本市場の期待に応える企業価値

の向上

持続可能な社会への貢献

5

6

目指す姿を実現する重点戦略

経営基盤

の強化

F. 人材の確保と職場づくり

G. 財務・コーポレートガバナンスの強化

H. ESG経営への取り組み

事業基盤

の変革

A. 競争力向上に向けた業務改革

B. 顧客への能動的なアプローチと差別化

C. 戦略エリアへの重点投資

D. 次のAEを創る教育投資

E. 技術・ノウハウの獲得と外部連携

2030年度 売上高100億円を目指す

2030年の目指す姿と

重点戦略
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10年後のビジョン実現へのステップと第Ⅰ期の基本方針

次の10年間を3期間に分け、ビジョンを段階的に実現していく

 選ばれるトータルエンジニアリング集

団への変革に向けた第Ⅰ期として、新

たな事業基盤、経営基盤を構築する

» 強固なビル空間事業サイクル実現

への基盤構築

» 空間のスペシャリストの育成と人

材確保、及び社員の幸福の追求

» 資本市場との対話促進

第Ⅰ期

「変革の基盤構築」
（2021～23年度）

第Ⅱ期

「新たなAE

の躍進」
2024～26年度

第Ⅲ期

「次期成長

モデルへ

の準備」
2027～30年度

 変革された基盤を土台とし

た、トータルエンジニアリ

ング集団としての躍進

 ビル空間事業サイクルの拡

張による新たなAEの成長

モデル創出

 空間のスペシャリストとして、選ばれ

るトータルエンジニアリング集団へ

 持続可能な社会に貢献する次期成長モ

デルへの始動
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第Ⅰ期の基本方針と課題

重点戦略と実現に向けての課題

競争力向上に
向けた業務改革

A ① 現場・顧客情報の能動的な共有

② 業務標準化による効率化と集中化

③ ITによる徹底した省力化

戦略エリアへ
の重点投資

C ① つくばエリアのサイクル強化とエリ

ア内シェア拡大

② 東京エリアの広域化

次のAEを創る
教育投資

D ① 次のAEを創る若手への教育投資

② 「チーム暁飯島」の意識醸成

顧客への能動
的なアプローチ
と差別化

B ① 顧客への戦略的、かつ、能動的な提

案活動

② 競合との差別化した提案

技術・ノウハ

ウの獲得と外部

連携

E ① 省エネ、環境対応の取り組み

② デジタル技術への対応

③ ビルケア事業の拡張

人材の確保と

職場づくり

F ① 採用の強化

② 多様性を伴った社員の幸福追求

③ 魅力的で働きがいある職場づくり

財務・コーポ

レートガバナン

ス強化

G ① 株主還元の拡大

② 資本市場との対話の活発化

③ CGコードへの対応

ESG経営への

取り組み
H ① 環境を意識した提案と貢献活動

② 地域への貢献

選ばれるトータルエンジニアリング集団への変革の第Ⅰ期として、新たな基盤を構築する

▊ 強固なビル空間事業サイクルを実現する事業基盤構築に向けた施策を重点的に取り組む

▊ 空間のスペシャリストとして、事業基盤の変革を進める人材を確保し、社員が誇りと幸せを感じる職場をつくる

▊ 資本市場との対話を推進し、外部ステークホルダからの期待を獲得する

▊ 中計の実行を推進する特別な体制を整備し、その体制下で個々の施策や実行計画の検討を続ける

第Ⅰ期

基本方針
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強固なビル空間事業サイクルの実現

⚫ ビル空間情報をプラットフォームとして、シームレスなビル空間事業サイクルを実現

⚫ プラットフォーム上のデータ活用を高度化し、サイクルを強化・拡張していく

空間のスペシャリストとして、選ばれるトータルエンジニアリング集団

ITによる

徹底した省力化

顧客への能動的な

アプローチと

差別化

次のAEを

創る教育投資

業務標準化によ

る効率化と

集中化

現場
情報

顧客
情報

工事
情報

ビル空間情報

プラットフォーム

データの高度活用



人にやさしい、地球にやさしい。
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IRに関するお問い合わせ先

暁飯島工業 管理統括部

〒310-0851 茨城県水戸市千波町2770番地の5

TEL : 029-244-5111 /  E-Mail : info@eazima.co.jp


